
性差を考慮した
研究開発の推進

共催研修

～健康・医療分野における研究開発において、
性差の視点を組み込む～

2025年１月28日（火） 13:00～15:00
（開場：12:15予定）

大手町プレイスホール＆カンファレンスHALL

（現地開催／定員450名）

申し込み方法：参加登録者一覧.xlsxに必要事項を記載の上、2025年1月15日までに生科連事務局
（seikaren@nacos.com）宛てにお送りください。
本研修は、上記３連合関連学会（加盟学会、会員学会/連携法人会員、加盟団体）を対象としています。

研究開発のプロセスで性差が考慮されないと、
社会実装の段階で不適切な影響を及ぼすおそれがある――
現在、体格や身体の構造と機能の違いなど、性差を適切に考慮した
研究・技術開発の実施が求められています。

本研修では、性差を考慮した研究開発の実施にあたり参考となる
海外の資金配分機関や著名な論文誌の取組、性差に基づいた
知的創造や技術革新（ジェンダードイノベーション）等について紹介します。

＜AMED-関連HP＞
https://www.amed.go.jp/program/list/18/01/seisakenkyu.html

mailto:seikaren@nacos.com
https://www.amed.go.jp/program/list/18/01/seisakenkyu.html


性差を考慮した研究開発の推進
共催研修
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時間 登壇者

13:00 開会挨拶

13:15 研修

14:25 パネルディスカッション：

性差を考慮した研究開発を推進するにあたっての課題、課題解決に必要

なこと（仮）

14:55 閉会挨拶

日本医療研究開発機構

理事長 三島 良直

日本医学会連合

会長 門脇 孝

日本医学会連合

副会長 髙橋 雅英

佐々木 成江

東京大学

横浜国立大学

大隅 典子

東北大学

片井 みゆき

日本性差医学・医療学会

政策研究大学院大学

本間 さと

日本医学会連合

慶愛会札幌花園病院

小泉 周

自然科学研究機構
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